
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

�

二
四
九

同
志
社
法
学　

五
九
巻
一
号

◆
同
志
社
刑
事
判
例
研
究
会
◆

刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

最
高
裁
平
成
一
五
年
四
月
一
四
日
第
三
小
法
廷
決
定

平
成
一
三
年
（
あ
）
第
一
三
一
七
号
建
造
物
等
以
外
放
火
、
暴
行
被
告
事
件
、
刑
集
五
七
巻
四
号

四
四
五
頁
、
判
例
時
報
一
八
二
三
号
一
五
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
二
四
号
一
五
一
頁

緒　

方　

あ
ゆ
み

　
（
二
四
九
）

��

��

一　

事
実
の
概
要

　

本
件
は
、
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
な
ど
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
、
最
高
裁
が
、
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
は
同
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
に
規
定
す
る
建
造
物
等
に
対
す
る

延
焼
の
危
険
に
限
ら
れ
な
い
と
し
て
、「
公
共
の
危
険
」
の
発
生
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」

の
意
義
に
関
し
て
、
そ
れ
が
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
に
限
定
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
決
定
は
、

不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
建
造
物
等
以
外
の
財
産
に
対
す
る
危
険
ま
で
含
ま
れ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
解
釈
を
示
し
た
。

　

本
件
事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
妻
と
共
謀
の
う
え
、
長
女
が
通
学
す
る
小
学
校
の
担
任
教
諭
の
所
有
に
係
る
自
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二
五
〇
）

動
車
（
以
下
、「
被
害
車
両
」
と
い
う
）
に
放
火
し
よ
う
と
企
て
、
平
成
一
七
年
七
月
二
二
日
午
後
九
時
五
〇
分
頃
、
同
小
学
校
教
職
員
専

用
の
駐
車
場
に
無
人
で
停
め
ら
れ
て
い
た
被
害
車
両
に
対
し
、
約
一
・
四
五
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
を
車
体
の
ほ
ぼ
全
体
に
か
け
た
上
、
こ
れ
に
ガ

ス
ラ
イ
タ
ー
で
点
火
し
て
放
火
し
た
。

　

本
件
駐
車
場
は
、
市
街
地
に
あ
っ
て
、
公
園
及
び
他
の
駐
車
場
に
隣
接
し
、
道
路
を
挟
ん
で
前
記
小
学
校
や
農
業
協
同
組
合
の
建
物
に
隣

接
す
る
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
件
放
火
当
時
、
前
部
を
北
向
き
に
し
て
停
め
ら
れ
て
い
た
被
害
車
両
の
近
く
に
は
、
前
記
教
諭
以

外
の
者
の
所
有
に
係
る
二
台
の
自
動
車
が
無
人
で
停
め
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
一
台
（
以
下
、「
第
一
車
両
」
と
い
う
）
は
、
被
害
車
両
の
左

側
部
か
ら
西
側
へ
三
・
八
ｍ
離
れ
た
位
置
に
、
他
の
一
台
（
以
下
、「
第
二
車
両
」
と
い
う
）
は
、
第
一
車
両
の
左
側
部
か
ら
さ
ら
に
〇
・

九
ｍ
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
被
害
車
両
の
右
側
部
か
ら
東
側
に
三
・
四
ｍ
離
れ
た
位
置
に
は
、
周
囲
を
金
属
性
の
網
等
で
囲
ん

だ
ゴ
ミ
集
積
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
本
件
放
火
当
時
、
同
所
に
一
般
家
庭
等
か
ら
出
さ
れ
た
可
燃
性
の
ゴ
ミ
約
三
〇
〇
㎏
が
置
か
れ
て
い

た
。

　

被
害
車
両
に
は
、
当
時
、
約
五
五
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
入
っ
て
い
た
が
、
前
記
放
火
の
結
果
、
被
害
車
両
か
ら
高
さ
約
二
〇
な
い
し
三
〇
㎝

の
火
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
た
ま
た
ま
付
近
に
来
た
者
が
発
見
し
通
報
し
た
。
そ
こ
で
消
防
車
が
出
動
し
、
消
火
活
動
を
行
い
火
災

が
鎮
火
し
た
。
消
防
隊
員
が
現
場
に
到
着
し
た
頃
に
は
、
被
害
車
両
左
後
方
の
火
炎
は
、
高
さ
約
一
ｍ
、
幅
約
四
〇
な
い
し
五
〇
㎝
に
達
し

て
い
た
。
本
件
火
災
に
よ
り
、
被
害
車
両
は
、
左
右
前
輪
タ
イ
ヤ
の
上
部
、
左
右
タ
イ
ヤ
ハ
ウ
ス
及
び
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
の
一
部
配
線
の

絶
縁
被
覆
が
焼
損
し
、
ワ
イ
パ
ー
ブ
レ
ー
ド
及
び
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が
焼
け
て
ひ
び
割
れ
を
生
じ
、
左
リ
ア
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
プ
付

近
が
焼
損
し
て
焼
け
穴
を
作
り
、
ト
ラ
ン
ク
の
内
部
も
一
部
焼
損
し
、
さ
ら
に
第
一
・
第
二
車
両
と
前
記
ゴ
ミ
集
積
場
に
延
焼
の
危
険
が
及

ん
だ
。

　

以
上
の
事
実
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
大
津
地
裁
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
一
日
）
は
、
駐
車
中
の
他
の
自
動
車
等
に
延
焼
す
る
お
そ
れ
の
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あ
る
状
態
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
を
も
っ
て
公
共
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
と
判
示
し
、
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
弁
護
人
は
法
令
適
用
の
誤
り
、
事
実
誤
認
及
び
量
刑
不
当
を
理
由
に
控
訴
し
、
控
訴
趣
意
と
し
て
、
①
刑
法
一
一
〇
条

一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
と
は
、
放
火
行
為
に
よ
っ
て
、
不
特
定
多
数
人
を
し
て
同
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
の
物
件
に
延
焼
す
る

結
果
を
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
の
に
相
当
な
状
態
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
か
り
に
、「
公
共
の
危
険
」
が
刑

法
一
〇
八
条
や
一
〇
九
条
の
物
件
以
外
の
財
産
に
延
焼
す
る
危
険
を
含
む
と
し
て
も
、
具
体
的
状
況
下
に
お
い
て
は
、
他
の
自
動
車
等
に
延

焼
す
る
お
そ
れ
は
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

第
二
審
の
大
阪
高
裁
（
平
成
一
三
年
七
月
一
七
日
）
は
、
第
一
審
判
決
を
是
認
し
て
、
被
告
人
の
放
火
に
よ
っ
て
被
害
車
両
が
焼
損
さ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る
二
台
の
自
動
車
と
ゴ
ミ
集
積
場
に
も
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
と
し
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
の
「
公
共
の
危
険
」

の
発
生
を
認
め
、
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
。

　

大
阪
高
裁
は
、
弁
護
側
が
主
張
し
た
①
の
点
に
つ
い
て
、「
刑
法
一
一
〇
条
の
公
共
の
危
険
と
は
、
不
特
定
又
は
多
数
人
の
生
命
・
身
体
・

財
産
に
対
す
る
危
険
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
同
法
一
〇
八
条
や
一
〇
九
条
一
項
に
記
載
さ
れ
た
物
件
に
放
火
し
て
こ
れ
ら
の
物
件
を

焼
損
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
自
体
が
当
然
に
公
共
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
物
件

以
外
の
物
件
に
放
火
し
て
同
法
一
〇
八
条
や
一
〇
九
条
一
項
の
物
件
に
延
焼
す
る
危
険
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
れ
だ
け
で
同
法
一
一
〇
条
一

項
の
公
共
の
危
険
が
発
生
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
項
の
公
共
の
危
険
の
発
生
が
こ
の
よ
う
な
場
合
に
限
定
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
財
産
に
延
焼
し
て
火
力
に
よ
る
脅
威
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
も
、
ま
た
、
同
項
に
い

う
公
共
の
危
険
の
発
生
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
弁
護
人
の
主
張
を
退
け
た
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
高
裁
は
、
②
の
点
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
本
件
「
火
災
は
、
駆
け
つ
け
た
消
防
士
の
消
火
活
動
に
よ
り
鎮
火
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
一
般
通
常
人
か
ら
み
て
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
に
引
火
し
て
爆
発
し
、
そ
の
燃
え
上
が
っ
た
火
に
よ
り
、
あ
る
い
は
火

　
（
二
五
一
）
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の
つ
い
た
ガ
ソ
リ
ン
が
飛
散
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⋮
⋮
被
害
車
両
近
く
に
駐
車
し
て
い
た
自
動
車
に
延
焼
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
刑
法
一
一
〇
条
一
項
の
公
共
の
危
険
が
生
じ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示

し
て
、
弁
護
人
の
主
張
を
退
け
た（

1
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
弁
護
人
は
上
告
し
、
上
告
趣
意
と
し
て
、
第
二
審
判
決
に
は
、
①
の
点
に
つ
い
て
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
に
お
け
る
公
共

の
危
険
の
解
釈
に
関
す
る
判
例
に
違
反
す
る
と
と
も
に
、
②
の
点
に
つ
い
て
も
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
重
大
な
事
実
誤
認
が
あ
る
な
ど

と
主
張
し
た
。

二　

決
定
要
旨

〈
上
告
棄
却
〉

　

最
高
裁
は
、「
上
告
趣
意
の
う
ち
、
判
例
違
反
を
い
う
点
は
、
事
案
を
異
に
す
る
判
例（

2
）を

引
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
適
切
で
な
く
、

そ
の
余
は
、
単
な
る
法
令
違
反
、
事
実
誤
認
の
主
張
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
刑
訴
法
四
〇
五
条
の
上
告
理
由
に
当
た
ら
な
い
」
と
し
て
上
告

を
棄
却
し
た
う
え
で
、
な
お
書
き
で
、
冒
頭
に
引
用
し
た
事
実
に
つ
き
以
下
の
よ
う
な
職
権
判
断
を
下
し
て
い
る
。

　
「
所
論
は
、
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、
同
法
一
〇
八
条
、
一
〇
九
条
所
定
の
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
お
そ
れ
に

限
ら
れ
る
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
、
同
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、
必
ず
し
も
同
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
に

規
定
す
る
建
造
物
等
に
対
す
る
延
焼
の
危
険
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
前
記
建
造
物

等
以
外
の
財
産
に
対
す
る
危
険
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
被
害
車
両
か
ら
の
出

火
に
よ
り
、
第
一
・
第
二
車
両
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
等
の
本
件
事
実
関
係
の
下
で
は
、
同
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄

の
発
生
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
同
項
の
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
の
判

　
（
二
五
二
）
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断
は
、
正
当
で
あ
る
。」

三　

研
究

⑴　

問
題
の
所
在

　

本
件
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
で
あ
り
、
第

二
点
は
、
放
火
に
よ
り
建
造
物
等
以
外
の
物
件
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
場
合
、
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
「
公
共
の
危
険
」
の
発
生
は
認

め
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
は
何
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
第
一
点
に
つ
い
て
、
本
罪
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
を

非
限
定
説
に
よ
り
判
断
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
本
決
定
は
特
に
明
示
し
て
い

な
い
が
、
検
討
を
要
す
る
点
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
お
よ
び
判
例
の
傾
向
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

⑵　

刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

⒜　

学
説

　

刑
法
一
一
〇
条
の
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
は
、
具
体
的
危
険
犯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
放
火
し
て
建
造
物
等

以
外
の
物
を
焼
損
す
る
こ
と
に
よ
り
「
公
共
の
危
険
」
が
発
生
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
一
項
）。
こ
の
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
に
つ

い
て
、
学
説
は
、
刑
法
一
〇
八
条
の
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
及
び
一
〇
九
条
一
項
の
非
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
に
定
め
る
建
造
物
等
へ
の
延

焼
の
危
険
と
す
る
限
定
説（

3
）と

、
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
の
他
、
不
特
定
又
は
多
数
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
侵
害
す
る
危
険
を
含
む

と
す
る
非
限
定
説
（
通
説（

4
））

と
が
対
立
す
る
。

　
（
二
五
三
）
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限
定
説
は
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
一
一
一
条
の
延
焼
罪
の
規
定
が
、
一
〇
九
条
二
項
及
び
一
一
〇
条
二
項
の
結
果
的
加
重
犯
と
し
て
一

〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
の
物
件
へ
の
延
焼
を
処
罰
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
点
に
理
由
を
求
め
て
い
る（

5
）。

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、

非
限
定
説
の
立
場
か
ら
、
結
果
的
加
重
犯
の
存
在
は
、
基
本
犯
の
成
立
範
囲
が
加
重
結
果
発
生
の
危
険
の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
ま
で

意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く（

6
）、

む
し
ろ
一
一
一
条
は
、
公
共
の
危
険
の
発
生
を
前
提
と
し
て
、
他
人
所
有
物
へ
の
延
焼
と
い
う
財
産
侵
害
を
現

実
に
惹
起
し
た
こ
と
を
重
く
見
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る（

7
）と

の
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
一
一
〇
条
一
項
は
、

延
焼
罪
の
よ
う
に
延
焼
対
象
物
が
具
体
的
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
公
共
の
危
険
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
侵
害
対
象
を
特

に
建
造
物
等
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的
理
由
は
な
い
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る（

8
）。

　

他
方
、
非
限
定
説
は
、
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
が
な
く
て
も
、
放
火
に
よ
り
煙
や
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
、
建
造
物
等
の
周
囲
に
存
在

す
る
人
々
や
消
防
活
動
に
従
事
す
る
消
防
士
の
生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
険
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
危
険
を
公
共
危
険
の
中
に
含
め
る

と
す
る（

9
）。

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
限
定
説
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
公
共
の
危
険
の
理
解
に
よ
る
と
、
判
断
次
第
で
は
そ
の
内
実
が
薄
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
公
共
危
険
の
重
大
性
は
、「
燃
え
広
が
り
」
の
危
険
、
す
な
わ
ち
、
建
造
物
等
へ
の
延
焼
に
よ
り
、
不
特
定
・
多

数
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
対
す
る
危
険
が
生
じ
る
と
こ
ろ
に
あ
る（

10
）と

し
て
、
延
焼
と
い
う
類
型
的
に
高
い
公
共
の
危
険
を
発
生
さ
せ
る

場
合
に
処
罰
範
囲
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
非
限
定
説
か
ら
は
、
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九

条
一
項
の
物
件
の
延
焼
を
介
さ
ず
に
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
が
生
じ
た
場
合
と
は
、
逃
げ
場
の
な
い
場
所
や
退
避
が
困
難
な
場
所
で
火

勢
が
強
く
な
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
形
で
の
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
で
あ
れ
ば
、
延

焼
を
介
さ
ず
と
も
公
共
の
危
険
に
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
る（

11
）と

の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
非
限
定
説
を
と
る
に
し
て
も
、
火
災

現
場
に
や
っ
て
き
た
や
じ
馬
や
そ
こ
を
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
人
な
ど
に
対
す
る
危
険
ま
で
含
む
と
解
す
る
と
、
一
一
〇
条
に
い
う
「
公

共
の
危
険
」
が
否
定
さ
れ
る
事
例
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
個
別
・
具
体
的
状
況
の
中
で
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

12
）。

　
（
二
五
四
）
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放
火
罪
の
法
定
刑
は
大
変
重
い
た
め
、
非
限
定
説
を
と
る
場
合
、
処
罰
を
適
正
な
範
囲
に
限
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
一
〇
条
一
項
の
処
罰
範
囲
に
関
し
て
は
、
建
造
物
等
以
外
の
物
件
に
放
火
し
て
、
た
ま
た
ま
近
く
に
置
い
て
あ
っ
た
不
特
定
の
個
人
の
軽

微
な
財
産
に
延
焼
の
危
険
が
生
じ
た
と
い
う
だ
け
で
公
共
の
危
険
の
発
生
が
認
め
ら
れ
、
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
が
成
立
す
る
と
な
る
と
、

処
罰
範
囲
が
不
当
に
拡
張
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

13
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
一
〇
条
一
項
の
客
体
は
、
財

産
権
の
対
象
と
し
て
重
要
な
物
に
限
ら
れ
る
と
し
て
、
ご
く
軽
微
な
財
産
に
対
す
る
危
険
は
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る（

14
）。

し

か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
本
罪
の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
意
味
で
は
有
益
で
あ
る
が
、
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
公
共
の
危
険
を
生
ぜ
し

め
る
物
か
否
か
、
燃
焼
の
客
体
と
し
て
意
味
が
あ
る
か
否
か
は
当
該
具
体
的
状
況
の
中
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
燃
焼

の
客
体
と
し
て
意
味
が
あ
る
財
産
か
否
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
一
定
程
度
以
上
の
も
の
に
限
定
す
る
理
論
的
根
拠
も
明

ら
か
で
は
な
い
と
す
る
批
判（

15
）や

、
放
火
罪
は
財
産
犯
で
は
な
い
の
で
、
経
済
的
な
意
味
で
の
高
価
な
も
の
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
公
共
危
険
罪
と
し
て
火
力
に
よ
る
破
壊
と
い
う
特
質
が
人
々
に
与
え
る
不
安
や
脅
威
を
生
じ
さ
せ
る
観
点
か
ら
見
て
重
要
と
い
え
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
批
判（

16
）が

あ
る
。
他
方
、
不
特
定
多
数
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
に
限
定
し
、
財
産
に
対
す
る
危
険

は
除
外
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説（

17
）も

主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
危
険
か
ら
財
産
を
除
外
す
る
こ
と
は
、

放
火
罪
の
本
質
か
ら
し
て
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い（

18
）等

と
す
る
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

19
）。

⒝　

判
例

　

判
例
は
、
刑
法
一
一
〇
条
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
に
つ
い
て
、
限
定
説
を
採
用
し
た
も
の
と
非
限
定
説
を
採
用
し
た
も
の
と
に
判
断
が

分
か
れ
て
い
る
。
本
件
弁
護
人
が
引
用
し
た
大
審
院
明
治
四
四
年
四
月
二
四
日
判
決
は（

20
）、「

同
条
所
定
の
物
件
に
放
火
し
た
る
行
為
が
一
般

不
特
定
の
多
数
人
を
し
て
同
第
一
〇
八
条
及
び
第
一
〇
九
条
の
物
件
に
延
焼
す
る
結
果
を
発
生
す
べ
き
虞
あ
り
と
思
料
せ
し
む
る
に
相
当
な

　
（
二
五
五
）
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る
状
態
」
と
定
義
し
て
限
定
説
を
と
っ
て
い
る
。
同
様
の
判
断
は
、
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
昭
和
三
二
年
一
二
月
一
〇
日
判
決（

21
）や

、
東
京
高
裁

昭
和
五
七
年
五
月
二
〇
日
判
決（

22
）に

お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
務
で
は
、
一
般
に
、
検
察
官
が
、
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
が

認
め
ら
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
一
一
〇
条
一
項
の
放
火
罪
と
し
て
起
訴
し
、
そ
の
危
険
が
認
め
ら
れ
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
器
物
損
壊
罪
と

し
て
起
訴
す
る
傾
向
が
あ
り
、
裁
判
所
も
こ
の
よ
う
な
基
準
に
沿
っ
て
判
断
す
る
態
度
を
示
す
も
の
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
る（

23
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
判
例
は
い
ず
れ
も
、
建
造
物
等
以
外
へ
の
延
焼
の
お
そ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
建
造
物
へ
の
延

焼
の
危
険
以
外
の
危
険
を
問
題
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
公
共
の
危
険
か
ら
排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
い（

24
）

と
し
て
、
裁
判
所
が
自
覚
的
に
限
定
説
を
採
用
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う（

25
）。

　

他
方
、
そ
の
後
の
下
級
審
判
例
で
は
、「
一
般
不
特
定
多
数
人
を
し
て
、
延
焼
に
よ
り
そ
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
安
全
を
害
す
る
虞

が
あ
る
と
感
ぜ
し
む
る
に
相
当
な
状
態
」
か
ど
う
か
を
問
う
非
限
定
説
を
採
用
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
浦
和
地
裁
平
成
二
年
一
一
月

二
二
日
判
決（

26
）は

、
ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場
に
駐
車
中
の
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
に
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
で
点
火
し
た
こ
と
に
よ
り
、
付
近
の
建
造

物
等
へ
の
延
焼
可
能
性
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
公
共
の
危
険
と
は
、
同
法
一
〇
八
条
、
一
〇
九

条
一
項
の
物
件
に
延
焼
す
る
危
険
、
そ
の
他
不
特
定
多
数
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
侵
害
す
る
危
険
を
い
う
」
と
し
て
、
非
限
定
説
を
採

用
し
た
事
案
で
あ
る
。
同
様
の
判
断
は
、
名
古
屋
地
裁
昭
和
三
五
年
七
月
一
九
日
判
決（

27
）、

大
阪
地
裁
昭
和
五
八
年
八
月
二
二
日
判
決（

28
）に

お
い

て
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
静
岡
地
裁
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
四
日
判
決（

29
）で

は
、
同
様
の
事
案
に
つ
い
て
「
刑
法
第
一
一
〇
条
第
一
項
に
い
う

﹃
公
共
の
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
﹄
と
は
、
一
般
不
特
定
の
多
数
人
を
し
て
、
延
焼
の
結
果
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
思
わ
せ
る
に
相
当

な
状
態
を
作
出
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
し
て
、
延
焼
可
能
性
の
あ
る
客
体
を
限
定
せ
ず
、
単
に
他
へ
の
延
焼
の
危
険
が
あ
る
か
否
か
で
公
共

の
危
険
の
判
断
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
限
定
説
を
採
用
し
、
建
造
物
等
以
外
へ
の
延
焼
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
公
共
の
危
険
の
発

生
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
東
京
高
裁
昭
和
三
六
年
一
二
月
二
〇
日
判
決（

30
）、

松
江
地
裁
昭
和
四
八
年
三
月
二
七
日
判
決（

31
）が

あ
る
。
さ
ら
に
、

　
（
二
五
六
）
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公
共
の
危
険
の
判
断
に
つ
い
て
、
近
年
、
一
部
の
下
級
審
判
例
に
お
い
て
は
、
周
囲
の
状
況
、
気
象
条
件
等
を
事
後
的
な
観
点
か
ら
認
定
し
、

客
観
的
な
基
準
で
判
断
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

本
件
最
高
裁
決
定
は
、「
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、
必
ず
し
も
同
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
に
規
定
す
る
建

造
物
等
に
対
す
る
延
焼
の
危
険
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
前
記
建
造
物
等
以
外
の
財

産
に
対
す
る
危
険
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
一
〇
条
一
項
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
最
高
裁
に
お
い
て
初
め

て
非
限
定
説
を
採
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
事
例
で
あ
り
、
今
後
の
判
例
の
流
れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　

建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
客
体
に
関
し
て
は
、
判
例
は
、
下
級
審
判
例
に
お
い
て
、
マ
ッ
チ
棒
や
ご
く
少
量
の
紙
片
等
、
他
の
物
体
に
対

す
る
点
火
の
媒
介
物
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
自
体
の
焼
損
で
は
公
共
の
危
険
の
発
生
の
予
想
さ
れ
な
い
よ
う
な
物
は
一
一
〇
条
の
客
体
に

含
ま
れ
な
い
と
し
て
お
り
（
東
京
地
裁
昭
和
四
〇
年
八
月
三
一
日
判
決（

32
））、

本
決
定
に
お
い
て
も
、
延
焼
等
の
危
険
が
及
ん
だ
法
益
が
財
産

の
み
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
以
上
の
侵
害
の
危
険
の
規
模
等
を
要
す
る
と
し
て
い
る（

33
）。

⑶　
「
公
共
の
危
険
」
の
判
断
基
準

⒜　

学
説

　

公
共
の
危
険
の
有
無
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
、
専
門
的
知
識
及
び
認
識
能
力
を
有
す
る
者
が
、
行
動
の
判
断
時
点
ま
で
に
判

明
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
、
実
害
発
生
の
可
能
性
を
客
観
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
客
観
説（

34
）と

、
自
然
的
・
物
理
的
観
点
か
ら
は
危

険
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
、
通
常
人
・
一
般
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
危
険
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
共
の
危
険
の
発
生
が
あ
る
も
の
と

し
て
、
事
案
ご
と
に
一
般
人
が
危
険
を
感
じ
た
か
否
か
を
個
別
的
に
判
断
す
る
と
す
る
一
般
人
基
準
説
（
通
説（

35
））

と
が
対
立
し
て
い
る
。
一

般
人
基
準
説
に
対
し
て
は
、
火
災
に
対
す
る
単
な
る
公
衆
一
般
の
危
惧
の
念
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
危
険
が
全
く

　
（
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発
生
し
な
か
っ
た
場
合
に
ま
で
処
罰
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
す
る
批
判（

36
）も

み
ら
れ
る
が
、
一
般
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
危
険
を

感
ず
る
程
度
に
達
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
共
の
危
険
が
具
体
的
に
発
生
し
た
と
い
え
る
の
で
、
公
共
の
危
険
発
生
の
判
断
に

つ
い
て
は
、
当
該
具
体
的
状
況
に
お
け
る
一
般
人
の
判
断
を
基
準
と
し
て
客
観
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

37
）。

⒝　

判
例

　

判
例
は
、
危
険
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
燃
焼
実
験
や
行
為
当
時
の
客
観
的
事
情
を
基
礎
に
し
た
合
理
的
判
断
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と

す
る
見
方（

38
）が

あ
る
。
近
年
の
下
級
審
判
例
で
は
、
前
述
の
浦
和
地
裁
平
成
二
年
一
一
月
二
二
日
判
決
の
よ
う
に
、「
危
険
が
発
生
し
た
と
い

う
た
め
に
は
、
一
般
通
常
人
を
し
て
右
の
延
焼
等
の
虞
れ
が
あ
る
と
危
惧
さ
せ
る
に
相
当
す
る
状
態
に
至
っ
た
こ
と
を
い
い
、
そ
の
判
断
は

発
火
当
時
の
諸
般
の
事
情
を
基
礎
に
し
た
合
理
的
判
断
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」
と
し
て
、
火
力
の
大
小
、
可
燃
物
と
の
距
離
等

を
具
体
的
に
考
慮
し
た
上
で
、
一
般
人
が
危
険
と
感
じ
る
か
否
か
を
判
断
基
準
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑷　
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
と
判
断
基
準

　

本
件
の
よ
う
な
自
動
車
に
対
す
る
放
火
に
関
し
て
、
過
去
に
刑
法
一
一
〇
条
一
項
の
成
否
が
争
わ
れ
た
判
例
と
し
て
、
大
審
院
昭
和
一
〇

年
一
〇
月
七
日
判
決（

39
）、

前
掲
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
昭
和
三
二
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
、
前
掲
東
京
高
裁
昭
和
五
七
年
五
月
二
〇
日
判
決
、
前

掲
浦
和
地
裁
平
成
二
年
一
一
月
二
二
日
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
三
件
の
判
例
は
、
一
一
〇
条
一
項
の
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
に
つ
い
て

は
限
定
説
を
採
用
し
、
自
動
車
へ
の
放
火
に
よ
り
近
接
す
る
建
物
に
延
焼
す
る
危
険
が
あ
っ
た
か
否
か
を
基
準
と
し
て
、
建
造
物
等
以
外
放

火
罪
の
成
否
を
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
浦
和
地
裁
判
決
で
は
、
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
に
点
火
し
た
が
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
非
限
定
説
を
採
用
し
て
、
公
共
の
危
険
に
は
刑
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
の
建
造
物
等
に

　
（
二
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延
焼
す
る
危
険
の
他
、
不
特
定
多
数
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
侵
害
す
る
危
険
ま
で
含
ま
れ
る
と
し
た
。

　

公
共
の
危
険
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
行
為
当
時
の
客
観
的
事
情
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
一
般
人
が
危
険
と
感
じ
た
か
否
か
を

判
断
基
準
と
し
て
お
り
、
前
掲
の
浦
和
地
裁
判
決
で
は
、
火
力
の
程
度
、
燃
焼
の
状
況
、
当
時
の
気
象
状
況
、
燃
焼
実
験
の
経
緯
等
の
客
観

的
事
情
を
具
体
的
に
考
慮
し
た
上
で
、
あ
ま
り
に
火
力
が
弱
く
、
消
火
活
動
を
し
な
く
て
も
炎
は
自
然
に
消
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
蓋
然
性
が

か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
一
般
人
を
し
て
公
共
の
危
険
の
発
生
を
認
め
る
に
は
足
り
な
い
と
し
て
一
一
〇
条
一
項
の
成
立
を
否
定

し
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
被
害
車
両
の
周
囲
の
状
況
（
左
側
に
駐
車
中
の
二
台
の
自
動
車
、
右
側
に
ゴ
ミ
集
積
場
が
あ
っ
た
）、
被

害
車
両
の
状
況
（
約
五
五
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
入
っ
て
い
た
）、
放
火
当
時
の
火
力
の
程
度
（
火
炎
が
高
さ
約
一
ｍ
、
幅
約
四
〇
～
五
〇
㎝
に

達
し
て
い
た
）、
気
象
状
況
（
風
速
〇
・
八
～
一
・
二
ｍ
の
風
が
駐
車
中
の
二
台
の
車
両
の
方
向
に
吹
い
て
お
り
、
実
効
湿
度
は
七
七
・
六
％
、

雨
量
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
）、
第
一
発
見
者
の
目
撃
証
言
（
被
害
車
両
の
燃
焼
に
よ
り
自
己
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
い
、

当
初
五
ｍ
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
更
に
一
〇
ｍ
く
ら
い
離
れ
た
）
等
、
具
体
的
な
状
況
を
前
提
に
し
た
事
実
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
決
定
は
、「
公
共
の
危
険
」
の
定
義
を
、「
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
建
造
物
等
以
外
の
財
産
に
対
す
る
危
険
」
と
し

た
。
ま
た
、
本
件
の
場
合
、
被
害
車
両
へ
の
放
火
に
よ
り
延
焼
の
危
険
が
及
ぶ
対
象
が
、
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
建

造
物
等
で
は
な
く
、
近
く
に
駐
車
さ
れ
て
い
た
無
人
の
二
台
の
自
動
車
と
ゴ
ミ
集
積
場
の
大
量
の
可
燃
ゴ
ミ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
保

護
法
益
は
財
産
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
定
程
度
以
上
の
侵
害
の
危
険
の
規
模
等
を
要
す
る
と
す
る
考
え（

40
）を

前
提
に
、
本
件
で
は
、
そ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
決
定
に
お
い
て
、
被
害
車
両
の
そ
ば
に
あ
っ
た
ゴ
ミ
集
積
場
に

大
量
の
可
燃
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
定
し
て
い
る
の
は
、
ゴ
ミ
自
体
は
金
銭
的
評
価
と
し
て
は
高
額
な
も
の
で
は
な
く
「
財
物
」
と
は
い

え
な
い
が
、
そ
れ
が
相
当
程
度
の
体
積
で
可
燃
性
が
あ
る
以
上
、
具
体
的
状
況
に
よ
り
延
焼
の
危
険
を
評
価
す
べ
き
物
の
対
象
と
な
り
う
る

の
で（

41
）、

ゴ
ミ
へ
の
延
焼
を
介
し
て
「
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
す
る
危
険
」
が
発
生
し
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
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ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
延
焼
の
危
険
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
の
駐
車
場
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情（

42
）と

相
ま
っ
て
、
被
害
車
両
か
ら

火
災
が
拡
大
し
て
い
く
高
度
の
可
能
性
が
認
め
ら
得
る
と
の
判
断
を
行
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る（

43
）。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
や
ゴ
ミ

集
積
場
も
「
財
産
」
で
あ
り
、そ
れ
に
対
す
る
延
焼
の
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
「
公
共
の
危
険
」
が
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

二
台
の
自
動
車
と
ゴ
ミ
集
積
場
が
社
会
的
法
益
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
根
拠
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
批
判（

44
）や

、
一
〇
九
条

二
項
の
公
共
の
危
険
の
解
釈
を
も
視
野
に
い
れ
、
そ
の
法
定
刑
の
重
さ
を
考
慮
す
る
と
、
放
火
罪
の
公
共
の
危
険
は
、
お
よ
そ
財
産
の
損
壊

の
危
険
と
い
う
法
益
侵
害
性
を
超
え
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
財
産
へ
の
危
険
は
除
外
す
る
こ
と
で
限
定
し
、
不
特
定
又
は

多
数
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
の
み
を
公
共
の
危
険
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
批
判（

45
）も

加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
の
事
実
認
定

を
前
提
と
す
る
限
り
、
炎
上
し
た
被
害
車
両
へ
の
消
火
活
動
が
遅
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
被
害
車
両
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
に
引
火
し
て
爆
発

す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
近
く
に
駐
車
し
て
い
た
車
や
集
積
場
の
可
燃
ゴ
ミ
へ
の
延
焼
可
能
性
の
他
、
周
囲
の
人
（
近
隣
住
民
、

通
行
人
、
駐
車
場
利
用
者
等
）
や
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
人
が
、
火
災
現
場
で
の
火
炎
、
煙
、
爆
風
、
有
毒
ガ
ス
等
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
が
あ
っ
た
と
い
え
る
し
、
少
な
く
と
も
危
険
に
関
す
る
危
惧
感
（
不
安
や
脅
威
）
は
感
じ
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
公
共
の
危
険
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
決
定
で
は
、
公
共
の
危
険
の
意
義
に
つ
い
て
「
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
」
と
し
、
従
来
の
非
限
定
説
を
採
用
し
た
判
例
に
多

く
見
ら
れ
る
「
不
特
定
多
数
人
の
」
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
不
特
定
多
数
人
」
を
「
不
特
定
か
つ
多
数
人
」
と
解
す
る
場
合
、

「
不
特
定
又
は
多
数
人
」
は
「
不
特
定
か
つ
多
数
人
」
よ
り
も
広
い
括
り
と
な
る
の
で
、
本
決
定
は
非
限
定
説
を
採
用
し
た
だ
け
で
な
く
、

従
来
の
非
限
定
説
を
さ
ら
に
拡
張
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解（

46
）も

あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
公
共
の
危
険
の
範
疇
に
、「
不

特
定
の
多
数
人
」
に
加
え
て
「
特
定
の
多
数
人
」
と
「
不
特
定
の
一
個
人
」
の
生
命
等
に
対
す
る
危
険
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、

特
定
の
諸
個
人
や
不
特
定
の
一
個
人
の
個
人
的
法
益
が
社
会
的
法
益
の
性
質
を
備
え
う
る
根
拠
が
本
決
定
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
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い
と
す
る
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

47
）。

し
か
し
、
放
火
罪
は
公
共
の
危
険
と
い
う
社
会
的
法
益
を
侵
害
す
る
罪
で
あ
る
か
ら
、
本
罪
の
保
護

法
益
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
特
定
の
多
数
人
に
対
す
る
危
険
及
び
不
特
定
の
一
個
人
に
対
す
る
危
険
を
特
に
除
外
す
る
理
由
は
な
い（

48
）。

し
た
が

っ
て
、
特
定
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
数
者
へ
の
危
険
に
つ
い
て
公
共
の
危
険
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
し
、
少
数
で
あ
っ
て
も
不
特
定

者
に
危
険
が
考
え
ら
れ
る
以
上
、
危
険
は
社
会
的
に
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
公
共
の
危
険
に
取
り
込
む
べ
き
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
特
定
の
少
数
者
の
生
命
・
身
体
等
を
侵
害
す
る
場
合
の
み
を
除
外
す
る
と
理
解
し
て
、
通
説
と
さ
れ
る
「
不
特
定
又
は
多
数
の
人

の
」
と
し
た
本
決
定
は
妥
当
で
あ
る
。

⑸　

本
決
定
の
意
義

　

本
決
定
は
、
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
実
務
に
お
い
て
は
限
定
説
に
従
っ
た
運
用

が
大
勢
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
中
で
、「
同
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、
必
ず
し
も
同
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条

一
項
に
規
定
す
る
建
造
物
等
に
対
す
る
延
焼
の
危
険
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
不
特
定
又
は
多
数
の
人
の
生
命
、
身
体
又
は
前
記

建
造
物
等
以
外
の
財
産
に
対
す
る
危
険
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
説
示
し
て
非
限
定
説
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ（

49
）る（
50
）。

ま
た
、
公
共
の
危
険
の
発
生
の
認
定
に
つ
い
て
、
本
件
は
、
延
焼
等
の
危
険
が
及
ん
だ

法
益
が
財
産
の
み
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
延
焼
の
危
険
の
規
模
等
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
法
益
侵
害
を
実
質
的
に

考
慮
し
て
「
公
共
の
危
険
」
を
認
定
す
る
姿
勢
を
示
す
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る（

51
）。

　

し
か
し
、
本
決
定
が
非
限
定
説
を
採
用
し
た
と
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
批
判
も
見
ら
れ
る（

52
）。

本
件
に
お
い
て
限
定
説
を
採
用
し
た
場
合
、

一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
一
項
に
規
定
す
る
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
が
な
か
っ
た
た
め
、
器
物
損
壊
罪
の
み
が
成
立
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
で
あ
ろ
う（

53
）。

そ
れ
ゆ
え
、
非
限
定
説
を
採
用
し
た
本
決
定
は
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
決
定
の

　
（
二
六
一
）
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結
論
は
あ
く
ま
で
も
個
別
的
な
状
況
に
限
定
さ
れ
た
判
断
で
あ
り
、
本
決
定
が
一
般
的
な
射
程
を
も
つ
非
限
定
説
を
判
示
し
た
と
解
す
べ
き

で
は
な
い
と
す
る
見
解（

54
）や

、
放
火
の
時
点
で
、
放
火
の
目
的
物
の
近
隣
に
存
在
し
た
他
物
件
へ
の
延
焼
可
能
性
を
問
題
に
し
た
だ
け
で
あ
り
、

放
火
後
に
、
野
次
馬
な
ど
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
で
生
じ
る
危
険
を
も
「
公
共
の
危
険
」
の
内
容
に
取
り
込
も
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と

す
る
見
解（

55
）も

主
張
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
本
決
定
は
、「
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
被
害
車
両
か
ら
の
出
火
に
よ
り
、
第
一
、
第
二

車
両
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
等
の
本
件
事
実
関
係
の
下
で
は
、
同
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
を
肯
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
決
定
は
あ
く
ま
で
も
事
例
判
断
で
あ
り
、
そ
の
射
程
範
囲
は
限
定
的
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
公
共
の
危
険
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
本
決
定
で
は
特
に
示
す
こ
と
な
く
、
延
焼
の
危
険
の
み
を
前
提
と
し
て
判
断
し
て

い
る
。
原
審
で
は
、「
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
一
般
通
常
人
か
ら
み
て
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
に
引
火
し
て
爆
発
し
、
そ
の
燃
え
上
が
っ
た

炎
に
よ
り
、
⋮
⋮
被
害
車
両
近
く
に
駐
車
し
て
い
た
自
動
車
に
延
焼
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た（

56
）」

と
判
示
し

て
い
る
の
で
、
侵
害
の
危
険
が
及
ん
だ
対
象
が
財
産
の
み
で
あ
る
場
合
に
は
、「
公
共
の
危
険
」
の
発
生
に
は
一
定
の
規
模
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
を
前
提
に
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き（

57
）、

お
そ
ら
く
、
原
審
は
、
従
来
の
下
級
審
の
判
例
の
立
場
を
踏
襲
し
て
、
一
般
通
常

人
の
危
惧
感
を
基
準
に
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
高
裁
に
お
い
て
も
「
公
共
の
危
険
」
の
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
判
例
の
集
積
が
待
た
れ
る（

58
）。

　

本
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
大
塚
裕
史
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六

九
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
五
号
、
大
塲
亮
太
郎
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
警
察
学
論
集
五
六
巻
一
二
号
（
二

〇
〇
三
年
）
二
一
七
頁
、
刑
事
判
例
研
究
会
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
（
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
）
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
警
察
時
報

五
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
九
頁
、
刑
事
法
研
究
Ｗ
・
Ｇ
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
刑
事
法
（
四
八
）
刑
法
第
一
一
〇
条
第
一
項
に
い
う
﹃
公
共

　
（
二
六
二
）
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の
危
険
﹄」V

aliant

二
五
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
頁
、
芹
澤
政
治
「
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地

の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い

う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
八
頁
、
同　
「
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に

い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ

と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
法
曹
時
報
五
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
四

三
頁
、
立
石
二
六
「
最
新
重
要
判
例
評
釈
（
一
一
五
）
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い

て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危

険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
現
代
刑
事
法
六
巻
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
九
八
頁
、
西
方
建
一
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
（
建
造
物
等
以
外
放

火
罪
）
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
が
、
刑
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
の
物
件
（
建
造
物
等
）
以
外
の
財
産
へ
の
延
焼
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
も
認

め
ら
れ
た
事
例
」
研
修
六
六
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
一
頁
、
深
町
晋
也　
「
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
（
刑
法
一
一
〇
条
一
項
）
に
お
け
る
﹃
公

共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
三
（
二
〇
〇
四
年
）　

三
五
頁
、
古
川
伸
彦　
「
刑
事
判
例
研
究
第
七
七
回
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項

に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な

ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
七
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
九

頁
、星
周
一
郎
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義―

最
決
平
成
一
五
年
四
月
一
四
日
（
刑
集
五
七
巻
四
号
四
四
五
頁
）―

」

　

信
州
大
学
法
学
論
集
第
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
二
五
頁
、
本
庄
武
「
放
火
罪
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
内
実
」
一
橋
論
叢
一
三
三
巻
一

号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
頁
、
本
田
稔
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）

一
一
七
頁
、
松
原
久
利
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
受
験
新
報
二
〇
〇
三
年
一
二
月
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
八
頁
。

　
（
二
六
三
）
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1
）　

な
お
、
第
一
審
が
夫
懲
役
三
年
、
妻
懲
役
二
年
六
月
執
行
猶
予
五
年
と
し
た
こ
と
の
弁
護
人
側
の
量
刑
不
当
の
主
張
に
関
し
て
は
、
大
阪
高
裁
は
、「
記
録
を
調
査

し
て
も
、
原
判
決
が
量
刑
の
理
由
の
項
で
説
示
す
る
と
こ
ろ
は
相
当
で
あ
っ
て
、
当
審
に
お
け
る
事
実
調
べ
の
結
果
を
併
せ
て
検
討
し
て
も
、
原
判
決
の
刑
が
重
過

ぎ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
退
け
て
い
る
。

（
2
）　

大
審
院
明
治
四
四
年
四
月
二
四
日
判
決
刑
録
一
七
輯
六
五
五
頁

（
3
）　

西
田
典
之
﹃
刑
法
各
論
第
四
版
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
二
八
二
頁
、
山
口
厚
﹃
刑
法
各
論
補
訂
版
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
八
三
頁
等　

（
4
）　

井
田
良
・
阿
部
純
二
他
編
﹃
刑
法
基
本
講
座
第
六
巻
﹄（
法
学
書
院
、
一
九
九
三
年
）
一
八
五
頁
、
大
谷
實
﹃
刑
法
講
義
各
論
新
版
第
二
版
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）

三
七
〇
頁
、
曽
根
威
彦
﹃
刑
法
の
重
要
問
題
︹
各
論
︺
第
二
版
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
二
九
三
頁
、
林
幹
人
﹃
刑
法
各
論
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）

三
二
九
頁
等

（
5
）　

西
田
・
前
掲
（
注
3
）
二
七
九
頁

（
6
）　

島
田
総
一
郎
「
放
火
罪
の
故
意
と
公
共
危
険
の
認
識
」
現
代
刑
事
法
五
巻
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
二
頁

（
7
）　

本
庄
武
「
放
火
罪
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
内
実
」
一
橋
論
叢
一
三
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
八
頁

（
8
）　

芹
澤
政
治
「
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延

焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
法
曹
時
報
五
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）

二
四
八
頁
。
同
二
六
六
頁
（
注
9
）。

（
9
）　

井
田
・
前
掲
（
注
4
）
一
八
五
頁
は
、「
延
焼
の
物
理
的
可
能
性
が
な
く
と
も
、
放
火
の
現
場
に
お
か
れ
た
一
般
人
が
、
退
避
し
ま
た
は
消
火
の
措
置
を
と
る
こ
と

を
強
く
動
機
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
退
避
や
消
火
活
動
な
ど
に
と
も
な
う
生
命
・
身
体
へ
の
現
実
的
危
険
性
が
発
生
し
得
る
以
上
、
放
火

罪
に
よ
る
処
罰
の
理
由
は
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
松
宮
孝
明
「
放
火
罪
に
お
け
る
公
共
の
危
険
の
認
識
」
刑
法
の
争
点
︹
第
三
版
︺

（
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
四
頁
は
、「
燃
焼
に
よ
る
危
険
の
み
を
考
え
る
の
な
ら
、
い
ず
れ
の
見
解
に
よ
っ
て
も
差
異
は
な
い
。
し
か
し
、
燃
焼
に
伴
っ
て
発
生
す
る
有

毒
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
人
の
死
傷
の
危
険
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
、
建
造
物
等
へ
の
延
焼
の
危
険
だ
け
に
限
る
の
は
狭
す
ぎ
る
」
と
し
て
、「﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、

単
に
不
特
定
多
数
人
に
対
す
る
生
命
・
身
体
ま
た
は
財
産
に
対
す
る
危
険
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

（
10
）　

山
口
・
前
掲
（
注
3
）
三
八
三
頁
。
そ
し
て
、「
火
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
人
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
公
共
危
険
が
あ
る
と
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
刑

法
一
一
〇
条
に
お
い
て
特
に
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
同
頁
（
注
20
）。

（
11
）　

本
庄
・
前
掲
（
注
7
）
四
〇
頁
。
同
様
に
、
佐
久
間
修
﹃
刑
法
各
論
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
二
六
二
頁
（
注
24
）
は
、
公
共
の
危
険
を
建
造
物
に
対
す
る
客

　
（
二
六
四
）



刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

�

二
六
五

同
志
社
法
学　

五
九
巻
一
号

観
的
な
延
焼
の
危
険
に
限
定
す
る
見
解
に
対
し
て
、「
例
え
ば
、
周
囲
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
原
野
の
真
中
で
一
個
の
住
居
に
多
数
人
が
生
活
す
る
と
い
う
状
況
下
で
は
、

お
よ
そ
周
囲
の
建
造
物
に
延
焼
す
る
危
険
性
が
な
い
も
の
の
、
な
お
、
公
共
の
危
険
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
批
判
す
る
。

（
12
）　

大
塚
裕
史
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
九
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
六
頁

（
13
）　

判
例
時
報
一
八
二
三
号
一
五
五
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
大
塲
亮
太
郎
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
警
察
学
論
集
五
六
巻
一
二
号

（
二
〇
〇
三
年
）
二
二
二
頁
、
芹
澤
・
前
掲
（
注
8
）
二
五
二⊖

二
五
三
頁
。

（
14
）　

岡
本
勝
・
小
暮
得
雄
他
編
﹃
刑
法
講
義
各
論―

現
代
型
犯
罪
の
体
系
的
位
置
づ
け
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
二
九
五
頁
等
。
ま
た
、
前
田
雅
英
﹃
刑
法
各
論
第

四
版
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
三
八
〇
頁
は
、「
形
式
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
有
体
物
が
含
ま
れ
よ
う
が
、
実
質
的
に
は
、
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
公
共
の
危
険

を
生
ぜ
し
め
得
る
も
の
で
、
か
つ
財
産
的
価
値
が
一
定
程
度
存
在
す
る
も
の
に
限
ら
れ
よ
う
」
と
し
て
い
る
。

（
15
）　

大
塚
・
前
掲
（
注
12
）
一
七
六
頁
。
ま
た
、
刑
事
法
研
究
Ｗ
・
Ｇ
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
刑
事
法
（
四
八
）
刑
法
第
一
一
〇
条
第
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄」

V
aliant

二
五
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
一⊖

四
二
頁
も
、「
放
火
罪
の
本
質
は
公
共
の
安
全
に
対
す
る
罪
な
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法
第
一
一
〇
条
第
一
項
に
い
う
﹃
公

共
の
危
険
﹄
も
経
済
的
価
値
の
高
い
財
産
、
例
え
ば
建
造
物
等
の
延
焼
に
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
」
と
す
る
。

（
16
）　

大
塲
・
前
掲
（
注
13
）
二
二
二
頁
。
ま
た
、
芹
澤
・
前
掲
（
注
8
）
二
五
三
頁
は
、「
財
産
犯
に
お
け
る
財
物
性
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
最
低
限
の
財
産
的
価
値

よ
り
も
﹃
公
共
の
危
険
﹄
に
お
け
る
被
侵
害
財
産
を
、
更
に
価
値
の
高
い
も
の
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
説
に
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
財
産

の
「
重
要
性
」
の
み
で
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
火
力
の
伝
播
性
・
拡
散
性
、
そ
の
不
確
定
性
等
の
性
質
を
踏
ま
え
て
、
燃
焼
や
侵
害
の
及
ぶ
物
理
的
大
き
さ
を
含

め
た
広
い
意
味
で
の
「
規
模
」
を
問
題
に
す
べ
き
と
す
る
。

（
17
）　

深
町
晋
也
「
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
（
刑
法
一
一
〇
条
一
項
）
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
三
（
二
〇
〇
四
年
）
三
五
頁
は
、
そ

の
根
拠
と
し
て
、
一
一
〇
条
一
項
の
法
定
刑
が
二
六
一
条
の
法
定
刑
よ
り
も
は
る
か
に
重
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
一
〇
条
の
「
公
共
の
危
険
」
は
、
お
よ
そ
財

産
の
損
壊
の
危
険
と
い
う
法
益
侵
害
性
を
超
え
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
18
）　

立
石
二
六　
「
最
新
重
要
判
例
評
釈
（
一
一
五
）
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車

か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
現
代
刑

事
法
六
巻
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
一⊖

一
〇
二
頁
。
ま
た
、
大
塚
・
前
掲
（
注
12
）
一
七
六
頁
は
、
深
町
・
前
掲
（
注
17
）
三
五
頁
が
「
一
一
八
条
の
法
定
刑
が

比
較
的
軽
い
の
は
財
産
に
対
す
る
危
険
を
も
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
点
に
対
し
て
、「
財
産
権
侵
害
を
伴
わ
な
い
一
一
〇
条
二
項
の
法
定
刑
は
、
財

産
に
対
す
る
危
険
を
明
示
的
に
含
む
一
一
八
条
の
法
定
刑
よ
り
も
軽
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
一
〇
条
の
﹃
公
共
の
危
険
﹄
に
財
産
に
対
す
る
危
険
が
含
ま
れ
な
い
と

　
（
二
六
五
）



刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
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意
義

�

二
六
六

同
志
社
法
学　

五
九
巻
一
号

　
（
二
六
六
）

は
必
ず
し
も
い
え
な
い
」
と
し
、
一
一
〇
条
一
項
と
二
項
の
法
定
刑
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
場
合
に
は
財
産
権
侵
害
の
有
無
も

重
視
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
現
行
刑
法
の
解
釈
論
と
し
て
、﹃
公
共
の
危
険
﹄
か
ら
財
産
に
対
す
る
危
険
を
除
外
す
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
19
）　

こ
の
点
に
関
し
、
本
庄
・
前
掲
（
注
7
）
四
九
頁
は
、
処
罰
の
不
均
衡
性
を
理
由
と
し
て
、
財
産
に
対
し
て
の
み
具
体
的
な
公
共
の
危
険
が
発
生
し
た
場
合
と
は
、

生
命
・
身
体
に
つ
い
て
は
せ
い
ぜ
い
抽
象
的
な
危
険
し
か
生
じ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、
危
険
の
及
ぶ
客
体
か
ら
財
産
は
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
20
）　

前
掲
（
注
2
）
参
照

（
21
）　

高
刑
裁
特
四
巻
二
四
号
六
五
四
頁　

（
22
）　

刑
集
三
八
巻
六
号
二
一
五
四
頁
（
最
高
裁
昭
和
五
九
年
四
月
一
二
日
決
定
の
第
二
審
判
決
）

（
23
）　

判
例
時
報
一
八
二
三
号
一
五
四
頁

（
24
）　

大
塲
・
前
掲
（
注
13
）
二
二
一
頁

（
25
）　

本
庄
・
前
掲
（
注
7
）
三
三⊖

三
四
頁

（
26
）　

判
例
時
報
一
三
七
四
号
一
四
一
頁

（
27
）　

下
刑
集
二
巻
七
＝
八
号
一
〇
七
二
頁

（
28
）　

判
例
タ
イ
ム
ズ
五
一
二
号
一
九
一
頁

（
29
）　

下
刑
集
一
巻
一
二
号
二
六
八
二
頁

（
30
）　

東
高
刑
特
報
一
巻
一
二
号
二
六
三
頁　

（
31
）　

刑
月
五
巻
三
号
三
四
一
頁

（
32
）　

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
八
一
号
一
九
四
頁

（
33
）　

判
例
時
報
一
八
二
三
号
一
五
五
頁

（
34
）　

曽
根
・
前
掲
（
注
4
）
二
九
三
頁
、
林
・
前
掲
（
注
4
）
三
三
〇
頁
等

（
35
）　

井
田
・
前
掲
（
注
4
）
一
八
五
頁
。
大
谷
・
前
掲
（
注
4
）
三
七
〇⊖

三
七
一
頁
は
、「
仮
に
科
学
法
則
上
延
焼
の
危
険
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
、
一
般
人
の
感

覚
か
ら
す
れ
ば
そ
の
危
険
を
感
ず
る
程
度
に
達
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、公
共
の
危
険
が
具
体
的
に
発
生
し
た
と
い
え
る
」
と
す
る
。
同
様
の
見
解
と
し
て
、

岡
野
光
雄
﹃
刑
法
各
論
二
五
講
﹄（
成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
二
四
一⊖

二
四
二
頁
。



刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
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公
共
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危
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二
六
七

同
志
社
法
学　

五
九
巻
一
号

　
（
二
六
七
）

（
36
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、星
周
一
郎
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義―

最
決
平
成
一
五
年
四
月
一
四
日
（
刑
集
五
七
巻
四
号
四
四
五
頁
）―

」

信
州
大
学
法
学
論
集
第
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
一⊖

四
三
二
頁
。

（
37
）　

大
谷
・
前
掲
（
注
4
）
三
七
〇
頁

（
38
）　

松
宮
・
前
掲
（
注
9
）
二
一
五
頁

（
39
）　

法
律
新
聞
三
八
九
九
号
八
頁　

（
40
）　

芹
澤
・
前
掲
（
注
8
）
二
五
八
頁

（
41
）　

大
塲
・
前
掲
（
注
13
）
二
二
四
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
般
的
に
は
ご
み
を
「
財
産
」
に
包
含
せ
し
め
る
こ
と
に
は
賛
同
し
難
く
、
ゴ
ミ
に
の
み
延
焼
し
た
場

合
に
公
共
の
危
険
を
認
め
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
財
産
で
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
立
石
・

前
掲
（
注
18
）
一
〇
二
頁
。

（
42
）　

芹
澤
・
前
掲
（
注
8
）
二
六
三⊖
二
六
四
頁
は
、
市
街
地
の
駐
車
場
と
い
う
出
火
の
場
所
の
四
囲
の
状
況
等
も
（
延
焼
等
に
よ
る
侵
害
の
危
険
の
）「
規
模
」
の
判

断
対
象
に
入
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
43
）　

星
・
前
掲
（
注
36
）
四
三
一
頁

（
44
）　

本
田
稔
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
お
け
る
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
一
七
頁

（
45
）　

深
町
・
前
掲
（
注
17
）
三
五
頁

（
46
）　

本
庄
・
前
掲
（
注
7
）
三
六
頁
、
本
田
・
前
掲
（
注
44
）
一
一
七
頁

（
47
）　

本
田
・
前
掲
（
注
44
）
一
一
七
頁

（
48
）　

西
方
建
一
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
（
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
）
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
が
、
刑
法
一
〇
八
条
及
び
一
〇
九
条
の
物
件
（
建
造
物
等
）
以
外
の
財

産
へ
の
延
焼
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
た
事
例
」
研
修
六
六
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
九
頁

（
49
）　

松
原
久
利
「
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義
」
受
験
新
報
二
〇
〇
三
年
一
二
月
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
九
頁
、
判
例
時
報
一
八
二
三
号

一
五
五
頁
（
本
決
定
の
コ
メ
ン
ト
）。

（
50
）　

本
決
定
を
支
持
す
る
評
釈
と
し
て
、
大
塚
、
大
塲
、
芹
澤
、
立
石
、
西
方
、
古
川
、
星
、
松
原
が
あ
る
。

（
51
）　

芹
澤
政
治
「
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
お
い
て
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら
付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延

焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）



刑
法
一
一
〇
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一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

�

二
六
八

同
志
社
法
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五
九
巻
一
号

　
（
二
六
八
）

一
七
〇
頁

（
52
）　

例
え
ば
、
古
川
伸
彦
「
刑
事
判
例
研
究
第
七
七
回
1
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
意
義　

2
市
街
地
の
駐
車
場
に
放
火
さ
れ
た
自
動
車
か
ら

付
近
の
二
台
の
自
動
車
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
﹃
公
共
の
危
険
﹄
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
二
七
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
八
三
頁
。

（
53
）　

本
庄
・
前
掲
（
注
7
）
四
九
頁
は
、
本
件
事
案
に
つ
い
て
は
、
無
人
の
自
動
車
の
み
に
延
焼
の
危
険
が
生
じ
た
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
公
共
の
危
険
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
器
物
損
壊
罪
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
深
町
・
前
掲
（
注
17
）
三
五
頁
も
、
本
決
定
は
、
建
造
物
等
以
外
の
物
件
へ
の
延
焼
の
危
険
に
言

及
す
る
の
み
で
、
そ
れ
を
通
じ
た
不
特
定
又
は
多
数
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
険
を
認
定
し
て
い
な
い
点
で
は
賛
同
で
き
な
い
と
し
て
、
本
件
は
器
物
損
壊
罪
が
成

立
す
る
に
と
ど
ま
る
と
す
る
。
他
方
、
限
定
説
を
と
る
山
口
・
前
掲
（
注
3
）
三
八
三
頁
は
、
本
判
決
に
つ
い
て
は
、「
市
街
地
に
あ
る
駐
車
場
で
発
生
し
、
他
人
の

財
産
等
に
延
焼
の
危
険
が
生
じ
た
事
案
で
あ
る
と
し
て
、
限
定
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
本
判
決
の
決
定
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

山
本
正
樹
「
放
火
罪
に
関
す
る
一
考
察
」
近
畿
大
学
法
学
五
三
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
五
頁
（
注
49
）。
同
様
に
、
西
田
・
前
掲
（
注
3
）
二
八
三
頁
も
、「
本

決
定
も
、
可
燃
性
ゴ
ミ
へ
の
延
焼
を
介
し
て
小
学
校
や
農
業
協
同
組
合
の
建
造
物
に
延
焼
す
る
危
険
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
し
て
、「﹃
第
一
・
第
二
車
両
に
延
焼
の
危
険
が
及
ん
だ
等
の
本
件
事
実
関
係
の
下
で
は
﹄
と
い
う
説
示
は
、
こ
の
よ
う
な
限
定
を
含
意
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」

と
す
る
。

（
54
）　

古
川
・
前
掲
（
注
52
）
一
八
三
頁
。
同
様
に
、
山
本
・
前
掲
（
注
53
）
一
九
頁
は
、
本
判
決
は
、
非
限
定
説
を
と
る
井
田
・
前
掲
（
注
4
）
一
八
五
頁
が
主
張
す

る
よ
う
な
、
火
力
に
よ
る
火
傷
の
危
険
や
消
火
行
為
に
で
た
者
が
火
傷
を
負
う
危
険
等
の
延
焼
の
危
険
と
無
関
係
に
生
じ
る
危
険
ま
で
も
公
共
の
危
険
に
含
ま
れ
る

と
す
る
論
理
と
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
公
共
の
危
険
の
実
質
的
意
義
の
希
薄
化
と
拡
散
に
よ
っ
て
建
造
物
等
以
外
放
火
罪
の
成
立
範
囲
が
不
必
要

に
拡
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
本
田
・
前
掲
（
注
44
）
一
一
七
頁
も
、「﹃
公
共
の
危
険
﹄
は
、
延
焼
の
危
険
に
よ
っ
て
不
特
定
多

数
人
の
生
命
、
身
体
が
具
体
的
に
危
殆
化
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
延
焼
の
危
険
を
被
っ
た
物
件
が
建
造
物
等
と
同
程
度
の
重
要
性
な
い
し
規
模
を
有
し
て
い
た
な
ど

の
事
実
が
な
い
限
り
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
。

（
55
）　

今
井
猛
嘉
「
放
火
罪
の
成
否
」
現
代
刑
事
法
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
一
三
頁
（
注
15
）、
同
様
に
、
大
塚
・
前
掲
（
注
12
）
一
七
六
頁
も
、「
火
災
現
場
に

や
っ
て
き
た
や
じ
馬
や
そ
こ
を
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
人
な
ど
に
対
す
る
危
険
ま
で
含
む
と
な
る
と
、
一
一
〇
条
に
お
い
て
﹃
公
共
の
危
険
﹄
が
否
定
さ
れ
る
事

例
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
56
）　

刑
集
五
七
巻
四
号
四
六
三⊖

四
六
四
頁



刑
法
一
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
公
共
の
危
険
」
の
意
義

�

二
六
九

同
志
社
法
学　

五
九
巻
一
号

　
（
二
六
九
）

（
57
）　

芹
澤
・
前
掲
（
注
8
）
二
五
八
頁
。
前
田
・
前
掲
（
注
14
）
三
八
一
頁
も
、「
建
造
物
な
ど
に
準
じ
る
も
の
へ
の
延
焼
の
一
定
程
度
以
上
の
危
険
は
要
求
さ
れ
て
い

る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
延
焼
物
件
と
の
距
離
が
相
当
程
度
離
れ
て
お
り
、
気
象
条
件
が
降
雨
・
微
風
で
あ
る
な
ど
の
事
情
が
あ

れ
ば
、
公
共
の
危
険
の
発
生
は
否
定
さ
れ
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
星
周
一
郎
﹃
放
火
罪
の
理
論
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
九
頁
。

（
58
）　

同
様
の
見
解
と
し
て
古
川
・
前
掲
（
注
52
）
一
八
三
頁


